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富士山憲章ニュース 

富
士
山
憲
章
山
梨
県
推
進
会
議 

（富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
） 

  

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
運
営

し
て
い
る
富
士
山
憲
章
山
梨
県
推
進
会
議

は
、
山
梨
県
と
富
士
北
麓
地
域
の
７
市
町
村

（富
士
吉
田
市
、
西
桂
町
、
忍
野
村
、
山
中

湖
村
、
富
士
河
口
湖
町
、
鳴
沢
村
、
身
延

町
）、
２
つ
の
恩
賜
林
組
合
（富
士
吉
田
市
外

二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
、
鳴
沢
・

富
士
河
口
湖
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
）

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
平
成
10
年
に
山
梨
・

静
岡
両
県
で
制
定
し
た
「富
士
山
憲
章
」の

普
及
啓
発
や
、
富
士
山
の
環
境
保
全
と
適

正
利
用
を
推
進
す
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。 

 

 

令
和
２
年
度 

活
動
報
告 

 
 

 

昨
年
度
も
、
多
く
の
方
々
に
当
セ
ン
タ
ー

の
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。  
 

 
 

 

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
施
設
の
休
館
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど
、
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
し
た
が
、
10
月
に
は
国
道
清
掃
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
、
78
名
の
方
が
参
加
、
可

燃
ゴ
ミ
・不
燃
ゴ
ミ
合
わ
せ
て
７
０
０
ｋ
ｇ
以

上
の
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。
11
月
に
は
富

士
山
麓
古
タ
イ
ヤ
等
不
法
投
棄
防
止
集
中

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
多
く
の
観
光
客
の

方
等
に
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
活
動
を
行

う
と
と
も
に
、
会
場
周
辺
の
清
掃
活
動
も
行

い
ま
し
た
。 

 
ま
た
、
「富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」を
開

催
、
環
境
保
全
に
係
る
学
習
会
を
行
っ
た

後
、
青
木
ヶ
原
樹
海
の
成
立
ち
と
特
徴
、
溶

岩
の
特
性
な
ど
に
つ
い
て
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー

の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
富
岳
風
穴
周
辺
の

山
歩
き
を
行
い
ま
し
た
。
山
歩
き
後
に
は
、

周
辺
の
清
掃
活
動
も
実
施
し
ま
し
た
。 

 
 
 

 

「第
18
回
富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新
年
～
富
士

山
あ
て
年
賀
状
～
」に
は
、
38
都
道
府
県
か

ら
１
３
２
８
点
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
入
賞
作
品
２０
点
は
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
富
士
山
へ
の
想
い
が
詰
ま
っ
た
力
作
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

令
和
３
年
度 

事
業
内
容 

  

令
和
３
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止

な
ど
、
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
美
し
い
富
士
山
を
末
長
く
後
世
に
引
継

い
で
い
く
た
め
、
富
士
山
憲
章
の
普
及
・
定
着

を
図
る
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
富
士
山
の

環
境
保
全
に
向
け
て
、
多
く
の
方
に
積
極
的

に
行
動
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進

め
て
参
り
ま
す
。 

 

ま
ず
、
「富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」は
、

富
士
五
湖
の
成
り
立
ち
と
溶
岩
流
の
関
係

が
わ
か
る
コ
ー
ス
や
、
富
士
信
仰
の
道
を
実

際
に
た
ど
り
な
が
ら
富
士
山
の
自
然
を
味

わ
え
る
コ
ー
ス
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
「富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新
年
～
富
士
山

あ
て
年
賀
状
～
」に
つ
い
て
は
、
今
年
も
富
士

山
へ
の
愛
に
溢
れ
た
作
品
を
全
国
か
ら
募
集

し
ま
す
。
入
賞
・入
選
２
０
０
点
に
つ
い
て
は
、

県
内
外
各
所
に
て
巡
回
作
品
展
の
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
富
士
山
及
び
北
麓
地
域
の
美
化

清
掃
を
し
て
く
だ
さ
る
方
等
に
清
掃
用
ゴ
ミ

袋
や
軍
手
、
「富
士
山
環
境
保
全
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」を
無
料
で
配
布
い
た
し
ま
す
。
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
は
富
士
山
の
気
象
・地
形
・地
質
・

動
植
物
・歴
史
・文
化
や
保
全
対
策
な
ど

様
々
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

富士山エコトレッキング 

富士山麓古タイヤ等不法投棄防止集中キャンペー

ンでの清掃活動 

「富士さんへ謹賀新年」の最優秀作品 



富
士
山
環
境
保
全
募
金
・寄
付
金 

募
集
の
お
知
ら
せ 

  

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皆

様
か
ら
の
募
金
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、

富
士
山
の
環
境
保
全
の
た
め
の
費
用
と
し
て

大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

  

募
金
箱
は
次
の
場
所
に
設
置
し
て
お
り
ま

す
。 

・ 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

・ 

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所 

・ 

道
の
駅 

富
士
吉
田 

・ 

ふ
じ
や
ま
ビ
ー
ル 

・ 

三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

・ 

富
士
湧
水
の
里
水
族
館 

・ 

山
中
湖 

花
の
都
公
園 

・ 

山
中
湖
温
泉 

紅
富
士
の
湯 

・ 

山
中
湖
観
光
案
内
所 

・ 

河
口
湖
自
然
生
活
館 

・ 

富
士
河
口
湖
観
光
総
合
案
内
所 

・ 

道
の
駅 

な
る
さ
わ 

・ 

な
か
と
み
和
紙
の
里
現
代
工
芸
美
術
館 

 

※
一
万
円
以
上
の
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
、  

 

団
体
に
は
感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
富
士
山
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
を
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

第
18
回
富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新
年 

～
富
士
山
あ
て
年
賀
状
～ 

入
賞
・入
選
作
品
展
の
お
知
ら
せ 

 
 

 

「第
18
回
富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新
年
～
富
士

山
あ
て
年
賀
状
～
」入
賞
・
入
選
作
品
展
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
反
映
し

た
富
士
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
全
国
か
ら

数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
富
士
山
へ
の

愛
に
溢
れ
た
力
作
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

 

今
後
の
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。 

 

な
お
、
開
催
日
程
等
に
変
更
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
Ｈ
Ｐ
に
て
最
新
の
情
報
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。 

 

７
月
９
日
（金
）～
７
月
29
日
（木
） 

 
 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

 

８
月
２
日
（月
）～
８
月
30
日
（月
） 

 
 

山
梨
中
央
銀
行
本
店 

９
月
17
日
（金
）～
10
月
７
日
（木
） 

 
 

な
か
と
み
和
紙
の
里
現
代
工
芸
美
術
館 

１０
月
14
日
（木
）～
１０
月
31
日
（日
） 

 
 

富
士
山
樹
空
の
森 

11
月
２
日
（火
）～
11
月
１４
日
（日
） 

 
 

山
中
湖
村
役
場 

 

富
士
山
憲
章
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を 

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い 

 
 

 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
富

士
山
憲
章
の
普
及
・定
着
を
図
る
た
め
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
富
士
山
憲
章
の

主
旨
や
富
士
山
の
環
境
保
全
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
「富
士
山
憲
章
ワ
ー
ク
ブ
ッ

ク
」を
作
成
し
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
で

は
、
富
士
山
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
背

景
、
植
物
の
分
布
、
美
し
い
景
観
を
守
る
た

め
の
活
動
な
ど
を
写
真
な
ど
を
交
え
て
分
か

り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
富
士

山
の
自
然
や
動
植
物
、
今
抱
え
て
い
る
問
題

な
ど
に
つ
い
て
、
「富
士
山
環
境
保
全
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」等
を
使
っ
て
、
自
分
た
ち
で
調
べ
な

が
ら
学
べ
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

富
士
山
憲
章
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
は
、
富
士
山

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
「富
士
山
環
境
保
全
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」と
合
わ
せ
、
富
士
山
学
習
等

に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

（http
s://w

w
w

.y
am

an
ash

i-k
an

k
ou

.jp
/

v
olu

n
teer/ 

） 

富士さんへ謹賀新年～富士山あて年賀状～作品展 

富士山環境保全募金箱 

富士山憲章ワークブック 



             

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
あ
り
ま
す

が
、
感
染
症
対
策
を
行
う
中
、
数
は
少
な
い
な

が
ら
も
県
内
の
小
学
校
に
て
出
張
講
座
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

富
士
山
の
自
然
や
環
境
保
全
に
つ
い
て
お
話

し
た
後
、
子
供
た
ち
か
ら
は
積
極
的
な
質
問

が
寄
せ
ら
れ
、
充
実
し
た
出
張
講
座
と
な
り

ま
し
た
。 

 

環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
山
梨
県
内
で

の
出
張
講
座
の
他
に
、
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
で
の
環
境
学
習
会
、
ゴ
ミ
拾
い
体
験
な
ど

を
無
料
で
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

 

富
士
山
学
習
に
興
味
の
あ
る
皆
さ
ん
、
是

非
、
私
た
ち
の
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

（http
s:/
/
w
w
w
.y
a
m
a
n
a
sh
i-
k
an
k
o
u
.jp
/

v
o
lu
n
teer/

） 

 

富
士
北
麓
を
横
切
る
東
海
自
然
歩
道
の
う

ち
、
大
平
山
周
辺
と
三
湖
台
周
辺
は
定
期
的

に
ベ
ン
チ
や
道
標
、
あ
ず
ま
屋
な
ど
の
歩
道
設

備
の
点
検
を
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
で
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
管
轄
す
る
環
境
省
富
士
五
湖

管
理
官
事
務
所
、
山
梨
県
観
光
資
源
課
の

方
々
と
共
に
５
月
２６

日(

水)

に
大
平
山
を
合

同
で
巡
回
し
ま
し
た
。
今
回
、
老
朽
化
に
よ
る

あ
ず
ま
屋
縁
台
部
の
破
損
、
ガ
タ
つ
き
を
確

認
、
利
用
者
に
安
全
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
早
急
に
補
修
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
後
も
皆
さ
ん
が
東
海
自
然
歩
道
を
安
心

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
点
検
を
実
施
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

５
月
30
日(

日)

、
河
口
湖
の
大
石
公
園
周
辺

に
て
、
富
士
河
口
湖
町
、
富
士
山
ク
ラ
ブ
、
そ

の
他
協
力
団
体
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
２０

名
程
）と
共
に
、
ア
レ
チ
ウ
リ(

特
定
外
来
生

物)

や
オ
オ
ブ
タ
ク
サ(

要
注
意
外
来
生
物)

な

ど
の
駆
除
活
動
、
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
大
規
模
な
活
動
は
行
わ
ず
、
少
数
精
鋭
で

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。 

 

炎
天
下
の
た
め
、
短
時
間
で
し
た
が
集
中
し

て
駆
除
作
業
に
取
り
組
み
、
活
動
成
果
と
し

て
ア
レ
チ
ウ
リ
、
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
、
フ
ラ
ン
ス
ギ

ク
等
含
む
約
５７
キ
ロ
、
古
タ
イ
ヤ
や
鉄
パ
イ
プ

を
含
む
計
７３
キ
ロ
の
ご
み
を
回
収
で
き
ま
し

た
。 

 

ア
レ
チ
ウ
リ
は
繁
殖
力
が
強
く
、
一
株
に
数

百
か
ら
数
千
個
の
種
を
つ
け
る
た
め
、
芽
生
え

直
後
の
駆
除
が
最
も
抜
き
や
す
く
て
効
率
的

で
す
。
左
写
真
の
よ
う
な
種
の
状
態
に
な
る
と

固
い
ト
ゲ
も
あ
り
、
素
手
で
触
る
の
は
大
変
危

険
で
す
。
放
置
す
る
と
１０
ｍ
程
に
伸
び
て
他
の

植
物
や
農
作
物
に
も
影
響
し
ま
す
。 

 

抜
い
た
ア
レ
チ
ウ
リ
は
、
３０
分
ほ
ど
の
天
日

干
し
で
枯
死
す
る
た
め
、
見
か
け
た
場
合
は

早
い
う
ち
に
引
き
抜
い
て
日
の
当
た
る
場
所
に

ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

 
２
０
２
１
年 

３
月
～
６
月 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
活
動
報
告 

河
口
湖
ア
レ
チ
ウ
リ
駆
除
活
動 外来植物駆除の様子 

道標の点検 (大平山にて) 

 老朽化により、座面の破損、ガタつきがみられる 

 あずま屋の縁台部分 (大平山山頂) 

成長して種のついたアレチウリ（昨年8月下旬） 

※素手で触るのは大変危険です。 

  

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー 

 
 

 
 

 
 

 

環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム 

出張講座（５月25日）＠県内の小学校 

環
境
省
、
観
光
資
源
課
と
の
合
同
巡
視 



  

 

昨
年
は
、
富
士
山
の
夏
山
が
閉
山
と
い
う
異

例
の
事
態
と
な
り
ま
し
た
。 

 

例
年
こ
の
誌
上
で
は
、
安
全
で
快
適
な
富
士

登
山
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
主
に
装
備

（服
装
や
持
ち
物
）や
注
意
事
項
等
に
つ
い
て

情
報
発
信
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
、
Ｗ
ｉ
ｔ

ｈ 

コ
ロ
ナ
時
代
の
吉
田
ル
ー
ト
か
ら
の
富
士

登
山
を
中
心
に
お
話
し
ま
す
。 

 

通
常
の
登
山
に
関
す
る
情
報
は
、
富
士
登
山

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

同
サ
イ
ト
に
は
、
富
士
登
山
に
関
す
る
情
報

が
多
岐
に
わ
た
っ
て
丁
寧
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
他
に
も
様
々
な
雑
誌
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
も
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。 

 

登
山
は
、
地
図
を
眺
め
る
こ
と
か
ら
始
ま
る

と
も
言
い
ま
す
。
「何
着
て
行
こ
う
、
何
持
っ
て

行
こ
う
」と
浮
き
足
立
つ
前
に
、
事
前
の
情
報

収
集
に
時
間
を
か
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。 

 

安
全
で
快
適
な
登
山
を
楽
し
む
た
め
に
は
、

途
中
で
１
泊
す
る
よ
う
な
ゆ
と
り
あ
る
登
山

行
程
を
計
画
す
る
こ
と
が
お
す
す
め
で
す
。

そ
の
際
、
山
小
屋
は
予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
必
ず
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
「富
士
登

山
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
」内
の
「登
山
を
よ
り

楽
し
む
た
め
に 

▼ 

山
小
屋
情
報
」に
山
小
屋

の
リ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
夏
は
各
山
小
屋
は
密
を
回
避
す

る
た
め
に
収
容
人
数
を
従
来
よ
り
も
大
幅
に

減
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
個
人
で
の
予

約
が
取
り
づ
ら
く
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
登
山
ツ
ア
ー
に
申
し
込
む

の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
宿
泊
、
交
通
の
手
配

だ
け
で
な
く
、
装
備
の
レ
ン
タ
ル
ま
で
含
ま
れ

る
登
山
初
心
者
の
方
や
旅
慣
れ
て
い
な
い
人

向
け
の
プ
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
付
き
プ

ラ
ン
や
フ
リ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
も
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
う
い
っ
た
選
択
肢
を
検
討
し
て
み
る
の

も
一
案
で
す
。  

 

富
士
山 

 

富
士
登
山
に
は
、
日
帰
り
登
山
と
い
う
方
法

も
あ
り
ま
す
。
吉
田
ル
ー
ト
の
標
準
登
山
時

間
は
登
り
が
約
６
時
間
、
下
り
が
約
４
時
間
、

休
憩
を
含
め
る
と
合
計
約
１１
時
間
必
要
と

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
出
発
前
に
、
五
合
目
付

近
の
標
高
で
１
時
間
か
ら
２
時
間
程
度
休
憩

し
、
高
山
病
の
予
防
の
た
め
に
高
度
順
応
す
る

こ
と
を
考
え
る
と
13
時
間
程
度
時
間
が
必
要

と
な
り
ま
す
。 

 
一
方
、
今
夏
の
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
マ
イ
カ
ー
規
制

期
間
中
（
令
和
３
年
７
月
21
日
～
８
月

31

日
）の
バ
ス
の
時
刻
表
を
見
る
と
ど
ん
な
に
早

い
バ
ス
に
乗
っ
て
も
必
要
ぎ
り
ぎ
り
程
度
の
時

間
し
か
確
保
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ゆ
と
り
の
な
い
プ
ラ
ン
で
は
、
帰
り
の
バ
ス
が
無

く
な
り
、
五
合
目
か
ら
下
山
で
き
な
く
な
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
日
帰
り
登
山
は
十
分

な
計
画
を
立
て
た
上
で
の
健
脚
向
け
プ
ラ
ン

と
言
え
ま
す
。 

 

富
士
登
山
が
初
め
て
と
い
う
よ
う
な
方
に
は

さ
ら
に
ゆ
と
り
を
持
っ
た
山
小
屋
で
ご
来
光

を
見
る
行
程
が
お
す
す
め
で
す
。
「せ
っ
か
く

な
ら
、
頂
上
で
ご
来
光
を
見
た
い
！
」そ
の
気

持
ち
、
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
で
も
、
富
士
山
で

は
山
頂
で
な
く
て
も
、
キ
レ
イ
な
ご
来
光
が
見

ら
れ
る
の
で
す
。
山
頂
で
ご
来
光
を
見
る
た
め

に
は
深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
小
さ
な
ラ
イ

ト
の
明
か
り
を
頼
り
に
不
慣
れ
な
山
道
を
歩

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
山
頂
付
近
で
は

渋
滞
が
起
き
、
夜
間
に
並
び
な
が
ら
登
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
、
山
小
屋
で
ゆ
っ
く

り
ご
来
光
を
迎
え
、
明
る
く
な
っ
て
か
ら
山
頂

を
目
指
せ
ば
、
足
元
も
よ
く
見
え
、
渋
滞
も

少
な
く
安
全
・
快
適
に
登
山
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
下
山
後
も
す
ぐ
に
帰
路
に
つ
か

ず
、
麓
で
も
う
1
泊
し
て
疲
れ
を
癒
し
、
山

梨
観
光
を
楽
し
ん
で
か
ら
家
路
に
着
く
の
も

お
す
す
め
で
す
。 

～2021 Ｗｉｔｈ コロナ時代の富士登山～ 

山小屋の灯がともる夏の富士

河口湖より望む夏の富士山 

山
小
屋
は
完
全
予
約
制 

 

日
帰
り
登
山
は
健
脚
向
け
～ 

 
 

ゆ
っ
た
り
楽
し
む 

 
 

 

山
小
屋
か
ら
の
ご
来
光 



 
今
夏
の
富
士
登
山
に
お
い
て
は
、
感
染
症
対
策

が
と
ら
れ
、
マ
ナ
ー
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

詳
し
く
は 

「富
士
登
山
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト 

 

 

▼ 

お
知
ら
せ 

▼ 

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
の
新

し
い
富
士
登
山
マ
ナ
ー
」 

を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。 

 

こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
注
意
事
項
、
持
ち
物
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

富
士
登
山
で
は
３
カ
所
の
検
温
・体
調
確
認
ポ

イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。 

１ 

ス
バ
ル
ラ
イ
ン 

一
合
目 

２ 

ス
バ
ル
ラ
イ
ン
五
合
目 

３ 

吉
田
口
登
山
道
六
合
目 

 

体
調
確
認
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク 

シ
ー
ト
が
H

P
に
あ
り
ま
す 

の
で
、
事
前
に
記
入
し
て
持
っ
て 

い
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

こ
れ
以
外
に
も
、
バ
ス
の
乗
車
時
や
売
店
、
山

小
屋
の
利
用
時
な
ど
様
々
な
場
所
で
検
温
す
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
受
け
入
れ
側
も
初
め

て
の
状
況
で
、
不
慣
れ
な
点
も
多
々
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
何
卒
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

 
 

 

 

富
士
登
山
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
屋
外
で
の

運
動
に
な
り
ま
す
。
マ
ス
ク
な
ど
を
常
時
装
着

し
て
い
る
と
息
苦
し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
酸
素
の

薄
い
高
所
で
は
十
分
な
呼
吸
が
で
き
ず
高
山
病

の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
歩
行
時
は
、
周
囲
の

人
と
の
距
離
を
確
保
し
て
マ
ス
ク
を
外
し
、
休
憩

ポ
イ
ン
ト
等
、
人
と
の
距
離
が
縮
ま
り
や
す
い

場
所
で
は
、
マ
ス
ク
や
手
ぬ
ぐ
い
、
ネ
ッ
ク
ゲ
ー

タ
ー
な
ど
で
口
元
を
覆
う
な
ど
エ
チ
ケ
ッ
ト
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

登
山
中
の
周
囲
の
人
と
の
距
離
で
す
が
、
家
族

な
ど
身
近
な
同
行
者
以
外
の
人
と
は
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
少
な
く
と
も
、
２
m
確
保
し

て
く
だ
さ
い
。
確
保
で
き
な
い
場
合
や
登
山
道
で

人
と
す
れ
違
う
時
な
ど
は
マ
ス
ク
な
ど
で
口
元

を
覆
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
マ
ス
ク

は
、
晴
天
時
の
下
山
道
の
砂
ぼ
こ
り
対
策
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
予
備
も
持
参
し
ま
し
ょ
う
。  

 

 
 

 
 

 
 

 

富
士
山
は
、
水
場
の
な
い
山
で
す
。
山
小
屋
や

公
衆
ト
イ
レ
な
ど
各
所
に
消
毒
液
は
準
備
さ
れ

ま
す
が
、
街
中
と
違
っ
て
手
洗
い
が
簡
単
に
行
え

る
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
で
携
帯
用
手
指

消
毒
剤
を
持
参
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
登
山
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
限
ら
ず
ウ
ェ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
も
便
利
で
す
。 

 
 

 

こ
こ
ま
で
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
の
富
士
登
山
に

つ
い
て
書
い
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
云
々
に
か
か

わ
ら
ず
、
富
士
登
山
は
、
標
高
３
０
０
０
m
を

遥
か
に
超
え
て
い
く
登
山
で
す
。
夏
山
と
は
言

え
、
荒
天
時
は
と
て
も
厳
し
い
山
に
な
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
過
去
に
は
、
悪
天
候
を

つ
い
て
登
山
を
強
行
し
、
低
体
温
症
に
よ
っ
て
死

亡
す
る
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
天

候
だ
け
で
な
く
、
ご
自
身
の
体
調
を
よ
く
考
え

つ
つ
決
し
て
無
理
は
し
な
い
こ
と
は
、
登
山
の
大

前
提
で
す
。
し
か
も
、
登
山
は
登
頂
し
て
終
わ
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
富
士
山
の
場
合
は
、
長

く
単
調
な
、
し
か
も
細
か
い
溶
岩
で
足
元
が
滑

り
や
す
い
下
山
道
が
待
ち
受
け
て
い
ま
す
。
必

ず
下
山
の
気
力
と
体
力
を
残
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
体
力
配
分
は
「上
り
４
、
下
り
６
」の
心
づ
も

り
で
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
慣
れ
な
い
登
山
の

場
合
、
心
配
し
て
あ
れ
こ
れ
買
い
揃
え
て
い
る
う

ち
に
、
装
備
重
量
が
膨
大
に
な
り
が
ち
で
す
。
い

ろ
い
ろ
工
夫
し
て
重
量
を
少
な
く
す
る
こ
と
も

重
要
で
す
。
吉
田
ル
ー
ト
に
は
、
16
軒
の
山
小

屋
が
あ
り
ま
す
。
水
や
食
糧
は
買
い
足
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ラ
イ
ト
や
電
池
な
ど
多
少
の
忘

れ
物
が
あ
っ
て
も
買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
街
中
よ
り
も
値
段
は
高
い
で
す
が
、
装
備

重
量
を
減
ら
し
た
方
が
体
力
的
に
は
余
裕
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

ご
自
身
の
体
力
等
と
相
談
し
な
が
ら
不
測
の

事
態
に
も
対
応
で
き
る
ゆ
と
り
を
持
っ
た
計
画

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
美
し
い
景
色
を
見
な
が

ら
、
良
き
思
い
出
の
富
士
登
山
に
な
る
よ
う
に

祈
り
つ
つ
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

富士登山オフィシャルサイト 

 http://www.fujisan-climb.jp 

コロナ対策も万全に！ 

検
温 

及
び 

体
調
確
認 

持
ち
物
に
つ
い
て
① 

マ
ス
ク
・
手
ぬ
ぐ
い
・
ネ
ッ
ク
ゲ
ー
タ
ー 

持
ち
物
に
つ
い
て
② 

 
 
 

携
帯
用
手
指
消
毒
剤 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

＆ 

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ 

富士山八合目からのご来光 

（
7/1
～

7/20
、
9/1
～

9/10
） 



大空の下、お肉を豪快に焼いて頬張れば、きっと贅

沢な“やまごはん”が楽しめますよ！ 

Vol.5 焼肉 

やまで 

山で焼肉！これ以上のごちそうがあるでしょうか？ 

大勢でワイワイ焼くもよし、一人で静かに焼くもよし、ビールで乾杯もよし。贅沢な“焼肉”やまごはんに必要な

のは、材料を背負って登る覚悟と、ちょっとした工夫です。 

やまごはんのすすめ 

やまで 

野菜 
 サンチュなどの葉物野菜は、家で洗って一枚ずつ

よく水気を拭き、キッチンペーパーにはさんでジップ

ロックに入れて持っていきます。 

 

 かぼちゃ、タマネギ、なす、ピーマンなどの野菜や

しいたけなどは、火が通りやすい厚さににスライスし

てジップロックに入れて持っていくと便利です。日干

しして水分を飛ばし、少しでも軽くするのもおすすめ

です。 

やまで 

道具と調理方法 
 フライパンで調理する場合は、山岳用の軽量鍋の

蓋で、フライパンとしても使えるものや、家庭用のフ

ライパンで直径20センチくらいの小さいものが便利

です。 

 

 アウトドア用の焼き網で調理する場合は、ガスバー

ナーに垂れる油に注意です。写真は材料の下に岩

塩プレートを敷いて対策しています。岩塩プレートは

ホームセンターで５００円くらいで購入できます。 

 

 油、タレなどの調味料はお好みのものを小分

け容器に入れて持って行きましょう。 

岩塩プレート 

やまごはんのすすめ 

やまで 

お肉 
 低山ならダイナミックにパックのまま持っていくこと

もアリかもしれません。ただし、装備を軽量・コンパク

トにするなら、あらかじめ食べやすくスライスした肉を

アルミホイルに包み、ジップロックに入れて持ってい

くのがおすすめです。 

 傷み防止に念を入れるなら飲料水を凍らせたペッ

トボトル等を保冷剤とすると一石二鳥です。 

山岳用の軽量焼き網 

山岳用の軽量ガスバーナーと 

ガスカートリッジ 



富士山世界遺産センターだより16号 

 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
富
士
山
の
世
界

遺
産
登
録
時
に
イ
コ
モ
ス
よ
り
示
さ
れ

た
課
題
「
下
方
斜
面
に
お
け
る
巡
礼
路

の
特
定
」
に
つ
い
て
継
続
的
に
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
主
に
鎌
倉

道
と
、
三
重
県
の
富
士
信
仰
に
つ
い
て

の
調
査
成
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

富
士
山
と
鎌
倉
道 

 

令
和
２
年
度
夏
の
企
画
展
「
富
士
山

と
鎌
倉
道—

御
山
の
入
口
・
新
倉—

」

で
は
、
御
坂
峠
を
下
り
、
川
口
（
富
士

河
口
湖
町
河
口
）
か
ら
吉
田
に
抜
け
る

巡
礼
路
（
鎌
倉
道
）
に
つ
い
て
調
査
・

考
察
を
行
い
ま
し
た
。
川
口
か
ら
東
の

天
神
峠
を
越
え
た
場
所
に
位
置
す
る
新

倉
は
、
三
つ
の
真
宗
寺
院
が
隣
接
し
て

い
る
非
常
に
珍
し
い
地
域
で
す
。
こ
の

峠
を
越
え
る
ル
ー
ト
は
河
口
湖
畔
の
通

行
が
容
易
に
な
る
以
前
の
古
い
道
で
、

西
側
か
ら
吉
田
を
拠
点
と
し
て
富
士
山

へ
向
か
う
信
仰
の
道
で
あ
り
、
新
倉
は

そ
の
玄
関
口
と
い
え
る
集
落
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
場
所
で
あ
る
た
め
、
新
倉

の
三
つ
の
寺
院—

大
正
寺
、
正
福
寺
、

如
来
寺—

に
は
、
富
士
山
御
縁
年
発
行

の
護
符
、
甲
斐
の
黒
駒
に
乗
っ
た
聖
徳

太
子
像
な
ど
の
資
料
が
現
存
し
て
お

り
、
富
士
山
と
こ
の
地
の
深
い
関
係
が

う
か
が
え
ま
す
。 

三
重
県
の
富
士
信
仰 

 

富
士
山
か
ら
お
よ
そ
２
０
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
も
離
れ
た
伊
勢
志
摩
に

も
、
山
開
き
の
時
期
に
富
士
参
り
を
行

う
富
士
講
（
浅
間
講
）
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
講
が
催
行
す
る
行
事
の
多
く

は
歌
と
踊
り
を
と
も
な
っ
て
お
り
、
現

在
で
も
地
元
の
祭
と
し
て
存
続
し
て
い

ま
す
。
歌
は
、
地
元
を
出
立
し
て
富
士

山
に
詣
で
て
帰
っ
て
く
る
ま
で
を
歌
っ

た
「
道
中
歌
」
で
、
歌
詞
を
見
る
と
伊

勢
志
摩
の
道
者
が
ど
の
よ
う
な
道
筋
で

富
士
に
至
っ
た
の
か
が
分
か
り
ま
す
。

祭
当
日
は
、
道
中
歌
に
合
わ
せ
て
富
士

登
山
す
る
男
性
が
列
を
な
し
て
熱
狂
的

に
踊
り
、
留
守
を
預
か
る
女
性
達
も
歌

に
合
わ
せ
て
輪
に
な
っ
て
踊
り
ま
す
。

歌
詞
は
地
域
毎
の
違
い
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
大
半
が
出
立
や
登
山
な
ど
同
様
の

場
面
を
歌
う
こ
と
か
ら
、
三
重
県
の
富

士
信
仰
が
歌
や
踊
り
と
と
も
に
広
が
っ

て
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
第
５
集 

 

令
和
３
年
３
月
に
発
行
し
た
、
研
究

紀
要
『
世
界
遺
産
富
士
山
第
５
集
』
に

こ
こ
で
紹
介
し
た
鎌
倉
道
や
三
重
県
の

祭
行
事
な
ど
、
富
士
信
仰
の
広
が
り
に

注
目
し
た
調
査
成
果
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。 
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 令和３年度企画展 「 富士八海を巡る 」 

◇日 時 ７月２２日（木）～ ９月２７日（月） 

     ※７月２７日（火）、８月２４日（火）は南館休館 

◇会 場 富士山世界遺産センター 南館 富士山ステーション 

◇内 容 「富士八海」（内八海・外八海）は富士講中の巡拝地としてどのように 

     成立したのか、その信仰はどう展開したのか、八海巡りの視点から考察 

     した富士信仰のあり方を紹介します。 

道中歌と踊り（伊勢市東豊浜町土路） 

令
和
２
年
度
調
査
研
究 



 

 
山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
は

北
館
と
南
館
か
ら
構
成
さ
れ
、
北
館
で
は
富

士
山
の
自
然
と
信
仰
の
始
ま
り
を
、
南
館
で

は
信
仰
と
芸
術
に
つ
い
て
の
展
示
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

北
館
に
つ
い
て
は
、
富
士
山
に
関
す
る
研

究
の
進
展
や
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、
本
年

３
月
に
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。

展
示
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
見
直
し
、
通
路
を
広

く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
展
示
室
が
よ
り
開
放

的
な
空
間
と
な
り
ま
し
た
。
展
示
に
つ
い
て

は
、
「富
士
山
の
自
然
～
そ
し
て
信
仰
～
」を

テ
ー
マ
に
、
富
士
山
の
火
山
と
し
て
の
成
り
立

ち
、
富
士
山
に
生
き
る
動
物
や
植
物
等
の
自

然
、
豊
か
な
自
然
を
基
盤
と
し
た
信
仰
の
始

ま
り
ま
で
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た

に
火
山
灰
や
ス
コ
リ
ア
、
様
々
な
形
の
溶
岩

な
ど
の
実
物
を
展
示
し
、
自
然
を
体
感
で
き

る
展
示
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

変
化
に
富
ん
だ
豊
か
な
自
然
と
自
然
の
厳

し
さ
、
噴
火
に
対
す
る
信
仰
の
始
ま
り
を
分

か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
北
館
を
見
に
来
て
く
だ
さ

い
。 当

セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
供
た
ち
に
も
世
界

遺
産
富
士
山
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
、
教
育
へ
の
取
り
組
み
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
新
し
い
生
活

様
式
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
安
全
に
学
校
団

体
の
受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
、
日
々
工
夫

を
し
て
い
ま
す
。 

中
心
と
な
る
活
動
は
、
館
内
め
ぐ
り
（ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
）や
座
学
な
ど
「世
界
遺
産 

富

士
山
」を
学
ぶ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
で

す
。
世
界
遺
産
と
は
？
な
ぜ
、
富
士
山
は
世

界
遺
産
に
な
っ
た
の
か
？
信
仰
の
対
象
と
芸

術
の
源
泉
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
富
士
山

の
構
成
資
産
っ
て
？
富
士
山
の
こ
れ
か
ら
は

（わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
）？
な
ど
、

世
界
遺
産
富
士
山
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ

け
ま
す
。  

現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
対
策
と
し
て
、
①
同
一
時
間
１
校
の
ご

案
内
②
施
設
に
入
る
前
に
検
温･

消
毒
の
徹

底
、
③
三
密
を
避
け
る
た
め
、
南
館
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
実
施
後
に
北
館
グ
ル
ー
プ
見
学
を
す

る
７０
分
を
基
本
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
、
④
学
校
団
体
の
実
施
希
望
に
応
じ
た
座

学
の
実
施
、
⑤
当
セ
ン
タ
ー
内
一
方
通
行
な

ど
安
全
に
配
慮
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

来
館
し
た
子
ど
も
た
ち
が
世
界
遺
産
富

士
山
に
つ
い
て
学
び
、
理
解
を
深
め
、
よ
り
富

士
山
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
ス

タ
ッ
フ
が
全
力
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 
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ま
た
、
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
ヴ
ァ
ン

フ
ォ
ー
レ
甲
府
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
時
に
ブ
ー
ス

を
出
展
し
て
富
士
山
の
普
遍
的
価
値
の
普
及

啓
発
を
行
う
な
ど
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
十
分
な
広
報
活
動
と
は
い
き

ま
せ
ん
が
、
多
く
の
方
に
世
界
遺
産
富
士
山

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

南館ガイドツアーの様子 

 
 

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

富士山世界遺産センター 外観 

教
育
へ
の
取
り
組
み
と
情
報
発
信 

北館がリニューアルしたよ！！ 

「世界遺産 富士山」を学ぶ座学 



山梨県富士山レンジャーが撮影した美しい風景や植物、富士山が抱えている問題などを紹介しています。 

富士山レンジャーならではの視点で撮られた写真をぜひご覧ください。 

富士山美化啓発キャンペーンボランティア大募集！！ 
 「美しい富士山を後世に引き継ぐために…」 

登山者や観光客にゴミの持ち帰りなどを呼びかけるとともに、環境保全のための清掃活動を行うボランティアを募集

します。皆様の積極的なご参加、お待ちしております！！ 
 
 実施期間：8月1１日(水)～15日(日) ※期間中は何日でも参加できます。 

        9時集合～11時30分解散予定 

活動場所：富士山パーキング(富士吉田市上吉田字剣丸尾5597-84) 

集合場所：富士山ボランティアセンター(南都留郡富士河口湖町船津6663-1) 

       (山梨県立富士山世界遺産センター北館内) 

募集人数：各日10名程度 

持ち物等：帽子、飲み物、カッパ、動きやすい服装等 

募集締切：8月５日(木) 午後5時まで 

富士山レンジャー写真展 2021 

富士山美化啓発キャンペーン 

日程等の詳細はこちら 

富士山憲章（行動規範） ■編集・発行 富士山ボランティアセンター 

            （富士山憲章山梨県推進会議） 

山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663-1 
（富士山世界遺産センター北館内） 
TEL: 0555-20-9229  FAX: 0555-72-4114 
E-MAIL: fujisan@eps4.comlink.ne.jp 

一 富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。 

一 富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。 

一 富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。 

一 富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。 

一 富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。 

               平成10年11月18日 山梨県・静岡県 

富士山憲章は、富士山の自然環境等の保全の理念や環境保全のための

行動規範を示すことにより、富士山の環境保全への協力を訴え、国民

的な規模で保全運動の展開を図っていくことを目的としています。 

富士山ボランティアセンターホームページ 

https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/ 
 

富士山環境保全関連イベントのメールマガジンを希望す
る方は、「富士の国やまなし観光ネット 富士の国やまなし
メールマガジン」の会員登録画面より登録してください。 

https://www.yamanashi-kankou.jp/mailmagazine/
index.html  

お し ら せ 


